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　　講 師:志藤 良子 老健施設 「茶山のさと」ST
　　　　　　辻　　秀次　老健施設 「茶山のさと」調理師
　　開会の言葉:田 中　　清　栄養クリニック長
　　講 師 紹 介:日野千恵子 指導員
　　閉会の言葉:木戸　詔子　指導員
一25一
事例 紹介1　 「カーボカ ウン トってなに?」 ＆ 「症例 か ら学 んだカーボカ ウン ト」
　 カーボカウ ン トは最近注 目されている糖尿病 の食事療法 のひ とつ である。肥満や脂 質代謝 の
改善 をめ ざす 「エ ネルギ ー管理」 だけで な く、「炭水 化物管理」 に も気 を配 り、 よ り厳 格 な血
糖 管理が求め られ る臨床現場 の声 もあるなかで、十分 な学習 の場が少 ない ためカーボカウ ン ト
の基礎 を学ぶ学習会 を設定 した。参加者 は病 院や介護施設 で働 く栄養士、管理栄養士 の他、 当
大学の学生等15名が参加 した。講師 はク リニ ック指導員 の 日野がお こなった。 カーボカウ ン ト
の歴 史、 カー ボカウ ン トと食 品交換表の比較、 イ ンス リン効果値(超 速効型 イ ンス リン1単 位
で血糖値 は どれ くらい下が るか)や イ ンス リン炭水化物比(食 べ た炭水 化物量 に対応す るイ ン
ス リン量 を求め る)に つ いて学 んだ。
　 っついて 「カーボカウ ン ト」 を使 って実際 に栄養指導 を行 ってい る症例 を京都 民医連 中央病
院の中瀬 理恵管理栄養士か らご報告いただいた。 ここでは1型 糖尿 病のみ対象 としている との
ことで10歳女児 と33歳女性 の2症 例 を報告 された。10歳女児 の症例で は、医師の指示 の もとに
多職種 が 晴報 を共有 し、患者や家 族の心のペース に合 わせ て教育 を進めてい くこ とを心が けた
ので、2週 間 とい う短い期 間で カーボ カウ ン トをマス ターされ、経過良 く外 来で もフ ォロー し
てい く運 び となった。33歳女性 は14歳で1型 糖尿 病 を発症 し、22歳で持 続皮 下 イ ンス リン注入
療法 を海外 で導入 されていたが生活が不 規則 で午前中 と夕食前 に低 血糖 がお こった。本人知識
の"食 事 の炭水化 物減"の 知識だけで はうま くいかず、規則正 しい生活やバ ラ ンスの良い食事
が求 め られた症 例であ った。
【参加者 の主 な感想】
・カーボカウ ン トは大学 の講義で も学 んだ ことはほとん どな く今 回の勉 強会 は本当 に勉 強 にな
りま した。今後 の指導で は求め られる こともあ ると思 うので きちん と帰 ってか らも本 な どを
見 て学 びたい と思い ます。
・糖 尿病 の栄養指 導 といえばカロ リー コン トロール とい う考 えしかなかったので とて も大事 な
こ とを教 えていただけた と思 っています。大学 を卒業 した後 も日々勉 強す る ことが大切 です
ね。
・カーボ カウ ン トにつ いて初 めて知 るこ とが で きたので よかったです。来年度 か ら病 院で働 く
ので大変勉強 にな りました。
・あ ま り関 わったこ とのない 内容だ ったので非常 に勉 強にな りました。
・わか りやす くて興味深い内容で した。基本の説明 と実症例が組み合 わされていたので よかっ
たです。
・今研修 中の クリニ ックで もカーボ カウ ン トが取 り入 れ られているのですが今 まであ まり理解












・食 品 と薬 との関連が学生時代 よ りもよ り深 く学べて よか った。商 品名で学べて よか った。
・薬 の ことは知識不足 で全然 わか らなか ったので とて も勉強 にな りま した。 また栄養士 として
働 いてい る先輩や先生方か らの ア ドバ イス もいただけて とて も有意義 な時 間で した。
・薬の こ とは知識不足で全然 わか らなかったので とて も勉強 にな りました。 また栄養士 として
働 いてい る先輩薬 のこ とは知識不足 で全然 わか らなか ったので とて も勉強 にな りま した。
・新 しく知 るこ ともあ り、 自身の勉 強不足 を実感 しました。 また機会 があれば参加 させ てい た
だ きたいです。
・薬剤師 さんの話 を聞いて薬 につ いて分 か らなかったのが少 しわか りました。今後 のために頑
張 って覚 え ようと思 い ます。多 くの人 とかかわれて話 が聞けて楽 しか ったです。
・予 防で の栄養教育 が仕事 の中心 なので、実務 とは関わ りの少 ない内容で したがその分新 しい
知識が増 え ました。
・薬 につ いては よ く学 生の間 にあ ま り勉 強 してい なか ったので、実際 に病 院で働 きは じめて一
番 困る部分 です。本 日のお話 は大変興味深 く明 日以降の仕事 にす ぐに役 立て る内容で した。
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グルー プで のデ ィスカ ッシ ョン 神谷薬剤師の講義
事例 紹介3　 「チーム医療 を学ぶ　 STの 立場 か ら栄養士 に望 むもの ＆おすすめ嚥 下食 の調理
　　 　　　　実習」
　 管理栄養士がチー ム医療の なかでST(言 語聴 覚士)さ ん とかかわる ことが増 えて きてい る。
嚥下障害の程度 によっては食事が命取 りにす らな りかね ないので　 おい し くかつ安全 な食形態
が求め られ る。NSTの チーム医療 で栄養改 善 を議論す るとき、嚥下機 能の システム を正 しく
認識 してお くことが認め られ る。今回は老健施 設"茶 山の さと"の 志藤 良子STに きていただ
き"嚥 下機能 と訓練 食"に ついてお話 ししていただいた。病 院や介護施設 の栄養士 ・管理栄養
士 ・学 生13名 が参加 した。そ しゃ くの役割 を学 び、飲 み込みの メカニズム と誤 えん性肺 炎防止
の食形 態 を学び、 ソフ ト食やブ レンダー食 の必要性 を理解 した。前 半はSTさ んの講義、後半
はその施設の人気 メニ ュー紹介＆調理実習 をお こなった。
【参加者 の主 な感想】
・STさ んのお話 もとて もわか りやす く、 なぜ誤 嚥がお こるのかが詳 し くわかった。 また米粉
粥 の作 り方 に大変興 味があったので実際つ くる ことがで きて よかったです。
・嚥下 の仕組 みについて とて もよ く分 か り、食べ る ことにこんなにた くさんの機能 が必 要 とい
うことに初 めて気 づ くことがで きました。私 は まだ学生 です が これか らこれ らの食事 が必要
な人のために勉 強 したい と思 い ました。
・自分が なん とな くしか嚥 下の ことを理解 してなかった ことに気づ きま した。 また実 際に ミキ
サ ー食 を試食す る ことがで き、 どの ように嚥下 されているのか経験す るこ とで患者 さんの気
持 ちに立 って考 え ることがで きま した。
・嚥下 につ いて詳 し く教 えて頂 きとて も勉強 にな りま した。実 際に食 品を食べ て咀嚼が食べ物
に よって違 うこ とを実感 しま した。 ミキサ ー食 と軟 菜食 の見 た 目は とて もきれ いで味 も良
か ったです。
・実技 も交 えなが らの講義 だったので とて もわか りやす かったです。
・なぜ とろみ をつ けるのか、 固さを均一 にす るのか な どきちん と理 由を理解す るこ とが で きた
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と思 い ます 。す ご く工 夫 された メニ ューの数々 を試食 させ ていただいた り、 ヨーグル トやパ
ンを使 って嚥下の動 きを知 ることがで きて勉 強 にな りました。
・嚥下 の仕組 みか ら細 か く説明 していただ ける機会 がないのです ご く勉 強 にな りました。
　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 (日野千 恵子)
志藤STの 講義 軟菜食 「海老カッ」 ミキサー固形食 「海老 カッ」
*調 理実習:米 粉粥
*試 　 食:海 老 カッ ・八宝菜 ・だ し巻 き ・さつ まい もプ リン
